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図-1  平成22年入込客数とH17年交通量の関係 

小さな地域拠点としての道の駅の現状と効果 
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1. 研究背景と目的 

道の駅は，休憩機能と情報発信機能，そして地域

の連携機能を備えた道路施設である．モータリゼー

ションの進展に伴う長距離ドライブの増加を背景に，

円滑な道路交通を支えることを目的として作られた

施設であったが，近年の地方での過疎化の進展や地

域経済の活力の低下を背景に，集落地域の「小さな

拠点」の重要性が提起されるようになった.そうした

中で，道の駅の持つ地域振興機能やコミュニティの

拠点としての機能が注目されることとなった1)2)．一

方で,道の駅は近年，温泉や体験施設といったレクリ

エーション機能を有する駅や，東北地方太平洋沖地

震で防災拠点としての役割を果たした駅など施設の

多機能化が進み，道の駅はもはや単なる休憩の拠点

には留まっていない． 

そこで，本研究では，道の駅は集落地域の「小さ

な拠点」として周辺地域に経済効果をもたらすとと

もに，周辺コミュニティの中心地的役割もこなすと

いった役割が期待されているという観点から，道の

駅の入込客数に着目し実態を把握した上で，入込客

数が大きい道の駅を対象にアンケート調査を行って，

来客者及び従業員の属性といった実態を分析した. 

2. 入り込み客数の実態 

道の駅の入りこみ客数のデータの提供を依頼した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところ，22 府県の 245駅のデータを得ることができ

た．このうち, 平成 22 年の入込客数と平成 17 年の

接道道路の交通量の関係を図-1に示す．基本的に面

する道路の交通量が多い道の駅で入り込み客数が多

いことがわかるが，「ふらっと」や「むなかた」の

ように交通量が多くないにも拘わらず入り込み客数

が多い道の駅も見られる． 

3. 道の駅の現状 

図-1の平成22年の入込客数が上位であった駅と，

平成25年度版道の駅旅案内全国地図で「読者が選ぶ，

行って良かった道の駅50選」に選出された駅を中心と

した40駅に対してアンケート調査を依頼した．このう

ち返答が得られたのは，図-1に赤点で示した「なみお

か」「浅虫温泉」「十文字」「ふらっと」「ばんだい」

「オライはすぬま」「やちよ」「ひみ番屋街」「らっ

せぃみさと」「おばあちゃん市山岡」「飛騨たかね工

房」「伊東マリンタウン」「伊良湖クリスタルポルト」

「あいとうマーガレットステーション」「キララ多伎」

「きららあじす」「うり坊の郷katamata」「ゆすはら」

「むなかた」「豊前のおこしかけ」「おおとう桜街道」

の21駅である．調査項目は，売上高，従業員の人数，

年齢，従業員居住地，地元住民の利用状況，最盛期，

運営主体及び自由回答欄の7項目である．アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-245-

 

Ⅳ-123

 



 

 

図-2 道の駅の施設別設置割合 

は可能な範囲での回答になったため，項目ごとに回答

率は異なっている． 

売上高については21駅中13駅から回答が得られた．

平成22年度で売上高が最も大きい駅で20億8千万円，

最小のもので2億5千万円であった．売上高を入込客

数で除して平均の客単価に換算すると平均値は712

円，最大で1276円，最小で62円となった．JAFのアン

ケート調査によると3)食事・買い物を目的とする利用

者は全体の約46％であり，これを考えると712円とい

う値は決して小さくないと考えられる． 

次に，従業者数は3人で運営する駅から190人も従

業員がいる駅まで様々であった．また，その男女比に

着目するとほぼ全ての駅で女性従業者が男性従業者

の数を上回っていた．比率は男性対女性で1：3程度と

なり，道の駅では主に女性が活躍している．従業員の

年齢構成については50年代前後が中心となっていた．

なかには70代以上が従業者の中心となる駅もあり，主

に中高年を中心として運営されていることがわかる．

従業員の居住地については同一市町村，同一町丁内， 

同一県内の順に多い結果となった． 

地元住民の利用状況については，利用が多いと感

じるかについて，「思う」「やや思う」「あまり思わ

ない」「思わない」「わからない」の5項目から選択

式で調査を行った．その結果，8割の駅が地元の利用

が比較的多いと考えていることがわかった．その際に

利用されるのが，直売所やレストラン，手作りの弁当

や総菜，温泉施設等であり，これは道の駅で人気のあ

る，あるいは力を入れているコーナーと一致していた． 

運営主体は，第三セクターが主であり11社，企業

組合等が2社，民営が2社であった． 

道の駅に設置されている施設を245駅について市

販の道の駅案内書等で整理した結果，図-2に示した通

り，販売施設及び飲食施設はほとんどの駅で設置され

ており，公園，体験施設等多様な施設が設置されてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る．基本的には外部の旅行者を対象にした施設と考え

られるものが多いがアンケート結果から見る通り実

態として地元利用者も多いと考えられる. 

4. まとめ 

今回の研究によって22府県の245駅の入りこみ客

数のデータを得ることができた．これらの道の駅につ

いては，基本的に面する道路の交通量が多い道の駅

で入り込み客数が多いが，交通量が多くないにも拘

わらず入り込み客数が多い道の駅も見られる． 

入り込み客数の多い駅等へのアンケート調査の結

果からは， 

①従業者数は3人で運営する駅から，190人も従業

員がいる駅まで様々であり，その男女比と年齢に着

目すると，道の駅では主に女性が活躍しており，中

高年を中心として運営されている．従業員の居住地

については同一市町村，同一町丁内，同一県内の順

に多い． 

②地元住民の拠点という観点に関しては，調査対

象の8割の道の駅において地元住民の利用が多く感

じられると回答しており，所在地域との結びつきが

強く，その際の利用は道の駅の魅力である直売所や

レストラン，加工特産品のコーナーに利用が集中す

ることが分かった． 

③道の駅の施設としては，外部の旅行者のための

直売所，休憩施設，体験施設等を中心として多様で

あるが，直売所，レストラン等は地元住民に多く利

用されているようであり，一見旅行者向けの施設と

みられるものも地域の拠点としての役割が大きいこ

とも多いと考えられる. 
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